
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】三角比の定義を身に付け、三角比の値を使って角や辺の⾧さを求めよう
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□三角比（正接・正弦・余弦）

　右の図において，つの半直線，のなす角は鋭角，

すなわちであるとする。

　の辺上の点， から辺に，それぞれ

垂線，  を下ろすと

　　　　　　  

よって　　　  

すなわち　　 







ゆえに， 

の値は，辺上の点の位置に関係なく，　だけによって定まる。




を角の正接またはタンジェント  といい， で表す。

　また同様に， 

，

の値も，辺上の点の位置に関係なく，だけによって定まる。









教科書裏表紙裏の

三角比の表などを

見てみよう

　 

を角の正弦またはサインといい， で表す。また，


を角の余弦

またはコサインといい， で表す。

　直角三角形の鋭角のつをとし，斜辺の⾧さを，

他の辺の⾧さを右の図のように，，とするとき，

　　　　　 

，　　 


，　　 



の各値は，三角形の大きさに関係なく，いずれも　角の大きさだけで定まる。
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
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
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




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




底辺
斜辺






対辺
底辺

三角比の定義

斜

底

対対

底

斜



【覚え得】　直角の向かいの辺を「斜辺」

　　　　　　　（注目する角）の向かいの辺を「対辺」

　　　　　　　残りの辺を「底辺」


斜

底

対

　正弦，余弦，正接をまとめて三角比という。
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


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







底

対

斜

例１）　の正弦，余弦，正接

　　　右の図の直角三角形では

　　　　　  
対辺
斜辺





　　　　　  
底辺
斜辺





　　　　　  
対辺
底辺




　　　　













底

対

斜

例）右の図の直角三角形では斜辺が分かっていないので

　　三平方の定理を用いて求める

　　　　　      

　　　　　　　　    

　　　　なので　 

　　　　　  
対辺
斜辺





三角「比」なので有理化しなくても良い

（問題の状況による）

　　　　　  
底辺
斜辺





　　　　　  
対辺
底辺




　　







斜

底

対

     斜 対 底

【式で処理】

あてはまる数をとする。

　三平方の定理により　

　　     
 

　よって　　   
   

　　　　　　　　　　　　

であるから　　 


【図の中で処理】



乗して

乗して

斜辺は「和」

他辺は「差」



ルートをつけて

　　 

【有名な直角三角形の辺の比】

ピタゴラス数といい

３:４:５

１３:５:１２（父さんご自由に）

１５:８:１７　などがある

【おさらい・三平方の定理】

　直角三角形の３辺の⾧さ

　 
    

   
   

が成り立つことから， のとき
       を辺の⾧さとする

三角形は直角三角形である。

　のとき，３辺は

　のとき，３辺は

図から　　  

 


　　　　　　
 

 


　　　　　　 

 


となるので，に自然数を代入すると

有理数の三角比が得られる。



   


   
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

斜

底

対

　　「斜辺・対辺・底辺」を用いるときは図形の向きなどは関係ないが

　　　図形からサイン、コサイン、タンジェントを読み解くときは

　　　左下にがないとダメなので注意しよう









 











セカント

コセカント

コタンジェント

半径１の円（単位円）での⾧さ



　

弦 接 割

正 正弦 正接 正割

余 余弦 余接 余割



　　右のような直角三角形のつの辺の⾧さの比は  通りが考えられる。

　　　　  
















以外に

　　　　正割せいかつ 








　　　　余割よかつ 








　　　　余接よせつ

































 





三角定規を

思い出そう

（覚えとく）

   








 







 





 













 




 



 


 














 




斜辺が１の形も覚えておこう

　　　タカ　サイン　高さイン

　　　ヨ　コサイン　横サイン

ヨコ⾧ タテ⾧等⾧

   
 









□特別な直角三角形，， の三角比

　，，の三角比は，右の図から次のように求められる。

　　



、　　





　　 

 　　など

よって表のようにまとめられる。
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   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

□三角比の表

　三角比，， の値はに対して決まっている。

　三角比の表は，ごとの角について，三角比の値を表にして

載せてある。この表の値は，小数第位を四捨五入して小数第

位まで示したものである。三角比の表を用いるときは，表の値を

近似値であるが三角比の値として扱い，たとえば

　，，

として等号でかくものとする。






















斜

底

対

　

　三角比の表から

　最も近い鋭角を

　求めると

　　

　 



　三角比の表から

　最も近い鋭角を

　求めると

　　 

対







 

 

 近いものを選ぶ
近いものを選ぶ

例４）　下の図におけるのおよその大きさを，三角比の表を用いて求めよ。
































覚えとくと楽だが作るのも簡単

高さはサインと斜辺 横はコサインと斜辺 底辺対辺ならタンジェント









□三角比の利用（三角比を用いて辺の⾧さを求める）

　重力の働く方向を鉛直方向といい

　水平方向は鉛直方向に垂直な方向である。

斜

底

対

鉛

水平方向


 直
方
向

図を書く習慣をつけよう。

その際、題意を正確に図に表そう。

練習５）  







斜辺と対辺を用いるのはサイン 三角比の値を代入

  

 

四捨五入して答える

斜辺と対辺を用いるのはコサイン
　求めた値が間違っていたり、四捨五入で誤差が生

じることがあるため、与えられた数値を使い回すこと。

三角比の値を代入



 
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仰角
俯角 水平面







＜補足＞　測量などで，点から点を見るとき，

　　　　　を通る水平面ととのなす角を，

　　　　　が水平面より上にあるならば仰角ぎょうかく といい，

　　　　　下にあるならば俯角ふかく という。























　まず，目の位置より上にある

　　　　部分の木の高さを求める。

斜

底

対

斜


底

対
底辺と対辺を用いるのは

タンジェント














例題２）木の根もとから水平に離れた地点で，木の先端の仰角を測ったところ，であった。

　　目の高さをとして，木の高さを求めよ。ただし，小数第位を四捨五入せよ。

　右の図において底辺・対辺に注目すると

　　　　 

　　　　　　　　　　　∴　

　　　よって，木の高さは

　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

問１）地点は地点よりも標高が低く，

　　両地点間の水平距離はである。

　　からを見たとき，俯角は約何度か。

　俯角をとすると，右の図から

　　 




　　三角比の表から　　

　　よって　　

　　ゆえに，俯角は　約

 


 

 

 
















直角二等辺

三角形なので



特別角は表を使わなく

ても計算できる。また、

「四捨五入せよ」などの

指示があれば近似値

を用いる。無ければそ

のまま。

例題）平地に立っている木の高さを知るために，木の前方の地点から

　　測った木の頂点の仰角が，から木に向かって近づいた

　　地点から測った仰角がであった。木の高さを求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【青チャート数学Ⅰ基本例題１３５類題】

　木の高さを，木の根元ととの距離をとすると，

　　


 
から

　　　　     



　……①

　　また，



から　　　……②

　　①，②から　　  




　　よって　　 　　　　ゆえに　　  

　　したがって　　


 


  

     

  


  
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三角比表
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